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＊武田、社内業務掛け持ち…新制度　社員のｷｬﾘｱ形成支援
武田薬品工業は1日から、社内で異なる業務を期間限定で掛け持ちする新しい制度を導入
する。社員が本来の担当部署に加え、一定の労働時間を割いて別の希望部署の業務に携
わることでｽｷﾙ向上に加え、自身の適性にあった仕事を見つけやすくするなど、ｷｬﾘｱ形成
に生かすのが狙いだ。
・新制度の名称は「ﾀｹﾀﾞ･ｷｬﾘｱ･ｽｸｴｱ」。国内の約5500人社員のうち大半を占める非管理職
が対象。医薬品の営業職である医薬情報担当者（MR）の教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成や、各事業部
門のﾊﾞｯｸｵﾌｲｽ業務を中心に掛け持ちする社員の受け入れ先を会社側で確保する。

＊中国の景況感　回復鈍る…5月PMI、50.6に低下「輸出不振映す」
中国国家統計局中国物流購入連合会が31日発表した2020年5月の製造業の購買担当者
景気指数（PMI）は、前月比0.2㌽低い50.6だった。「50」を3ヵ月連続で上回ったが、水準は
2ヵ月連続で下がった。輸出不振だった。
・とくに海外需要の不振が鮮明だ。輸出は20年1月から5ヵ月連続で50（拡大・縮小の節目を
さす）を下回った。今後の輸出は大幅に落ち込むと予想。

＊唾液でPCR検査可能に…厚労省きょう通知　都が本格導入へ
厚生労働省は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染を調べるPCR検査の検体に唾液を使えるようにするこ
とを決めた。2日に自治体向けに通知する。鼻の粘液を採る従来の方法よりも医療従事者
の感染ﾘｽｸが低く、効率的な検査が可能になる。国内では島津製作所とﾀｶﾗﾊﾞｲｵが唾液に
も対応可能とするPCR検査試薬を開発している。
・都は検査能力の拡充を図るため、唾液によるPCR検査を本格導入。

＊対立懸念　脱米依存探る…全人代出席、中国企業ﾄｯﾌﾟに聞く
①日欧と協力推進＝TCL科技集団「李東生董事長」（家電ﾒｰｶｰ）
　ーー中国製造の活路はどこにあるか
　「米国製ﾊｲﾃｸ製品の禁輸などの技術制限を打破するためには、中国企
　業は日本や欧州企業との協力関係を強化しなければならない」
　－－新型ｺﾛﾅの感染が拡大し、販売店が休業を迫られた
　「中国の30以上の支社に、会議室をﾗｲﾌﾞｺﾏｰｽ（生中継動画の配信によ
　る商品販売）用に改装した。深刻だった期間は売上の60%はﾈｯﾄだ」
　ーー中国の消費低迷は長引くのでは
　「新型ｺﾛﾅの解決と共に、販売の質・量のどちらも改善する。75吋以上の
　　大型機や高精細の『8K』製品の拡販を進める」

＊米農産物　輸入停止も…中国、香港問題で瀬踏みも
米ﾌﾞﾙｰｸﾞﾊﾞｰｸﾞ通信は1日、中国政府が大豆や豚肉など米国産農産物の輸入を一時的に停
止するよう中国国有企業に命じたと報じた。米ﾄﾗﾝﾌﾟ政権の香港問題での出方を中国側が
瀬踏みしている可能性がある。一部のﾊﾞｲﾔｰは米国産豚肉の輸入を取り消した。ﾄﾗﾝﾌﾟ大統
領が29日に「香港国家安全法」の制定方針を批判し、香港に認めている関税などの優遇措
置を取り消す考えを示したことが背景になる。ただ、中国では「予想したほど強行ではな
かった」との受け止めが少なくない。

＊
②部品　国内開発も…長城汽車「王鳳英総裁」（民営自動車大手）
　――新型ｺﾛﾅは経営計画や業績などに影響があるか
　「今期の業績にﾏｲﾅｽの影響を与えるとは思うので、新車販売やｻｰﾋﾞｽの
　改善などで、可能な限り打ち消したい」
　――ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝへの影響は
　「現地化のｽﾋﾟｰﾄﾞを早めている。海外から調達する部品の依存度を減ら
　　す目的で新たなｻﾌﾟﾗｲﾔｰを増やし、一部は独自開発して生産する」
　――米ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾓｰﾀｰｽﾞ（GM）からｲﾝﾄﾞとﾀｲの工場を買収した
　「ｲﾝﾄﾞとﾀｲに工場を持ち、今後5年間は既存の工場が持つ生産能力を有
　効に発揮させる」
　――今後の中国自動車市場をどう予測するか
　「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝに力を入れ、新ﾓﾃﾞﾙの市場投入のｽﾋﾟｰﾄﾞを加速し、商品の
　競争力を引き上げる」

＊
③海外に生産移管…長虹集団「趙勇董事長」（国有電機大手）
　――米中対立で影響は？
　「輸出では冷蔵庫やｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、電池、それに照明などが制裁品。輸入
　では磁気ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ、光ﾌｧｲﾊﾞｰ通信の交換機などの調達が影響受ける」
　「生産能力を海外に移管。LEDの駆動電源と照明の工場をﾍﾞﾄﾅﾑに建設
　　し生産。次に米国以外の市場開拓に力を入れ、米国以外の比率ｱｯﾌﾟ」
　――どのような成長戦略か
　「あらゆるものがﾈｯﾄにつながる『IOT』を軸に成長したい」
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＊中国新車販売11%増…5月、消費刺激策が奏功（補助金、Noﾌﾟﾚｰﾄ）
中国汽車工業協会は2日、5月の新車販売台数が前年同月比11.7%増の213万6千台の見通
し。前年同月実績を上回るのは2ヵ月連続。中国政府が購入補助金を支給したり、大都市で
実施していたﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄの発給制限を緩和したことが国内需要を押し上げた。
・独ﾌｫﾙｸｽﾜｰｹﾞﾝ（VW)が中国国有自動車大手に50%出資を決める。
・外資系大手は「消費者の購入意欲は強い。生産が追い付かない車種も出ている」と指摘
する。

＊あふれる再生資源…古着や再生ﾌﾟﾗ「東南ｱ　輸出ﾌﾞﾚｰｷ」
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの世界的な感染拡大が日本の資源ﾘｻｲｸﾙに急ﾌﾞﾚｰｷをかけている。家庭か
ら出る古着は受け入れ先の東南ｱｼﾞｱの都市封鎖で輸出できずに国内で山積みとなり、再
生ﾌﾟﾗｽﾁｯｸも輸出先の生産活動の鈍化で荷動きが滞る。海外需要に依存したﾘｻｲｸﾙは機
能不全に陥る。
・「3月中旬から輸出が止まった」と話す、繊維ﾘｻｲｸﾙ業ｻｶﾉ（横浜市）の窪田恭史副社長。
「正常に戻るには1年ほどかかる」見通しだ。
・日本は国内の消費しきれない再生資源を海外に輸出。新型ｺﾛﾅはこの循環に目詰まりを
起こした。

＊ｲﾝﾄﾞ新車販売86%減（5月）
ﾏﾙﾁ･ｽｽﾞｷなどｲﾝﾄﾞ自動車大手5社の5月の新車販売台数は、前年同月比86%減の3万1千
台だった。各社は5月中旬までに生産を再開し、販売したものの、従来の水準に戻るには時
間がかかると見る。都市封鎖で消費は冷え込んでおり、6月以降も低水準が続きそうだ。
・ｽｽﾞｷ子会社のﾏﾙﾁの5月の販売台数は89%減の1万4千台、2位の韓国・現代自動車は
84％減の6800台、ﾄﾖﾀは86%減、地場のﾏﾋﾝﾄﾞﾗ・ｱﾝﾄﾞ・ﾏﾋﾝﾄﾞﾗは商用車が売れ、79%減。印ﾀ
ﾀﾞは公表してない。

＊ｲﾝﾄﾞ、有機野菜を推進…都市封鎖、健康意識高まる
ｺﾛﾅの感染拡大を防ぐ都市封鎖を続ける中、政府は安全性の高い農作物を取り扱う新興企
業を支援する構えだ。在宅の時間が増えた都市封鎖をきっかけに健康意識が向上、新しい
ﾋﾞｼﾞﾈｽと市場の育成を目指す。
・流通・販売を手掛けるﾊｿﾗの創業者、八田飛鳥氏は「都市封鎖後に宅配需要が急増した」
「最近は信頼度の高い農家と協業できるようになった」

＊英でﾌｧｰｳｪｲ排除論…ｺﾛﾅ拡大、中国に不信感「欧州各国に影響」
英国政府内で、次世代通信規格「5G」が中国の通信機器大手、華為技術（ﾌｧｰｳｪｲ）を排除
すべきとの声が高まっている。英政府でﾈｯﾄ上の虚弱性などを監視する国家ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘ
ﾃｨｰｾﾝﾀｰ（NCSC)はこのほど、ﾌｧｰｳｪｲの安全性について再調査を始めた。
・米国から排除の圧力があったとき、英国の通信会社はﾌｧｰｳｪｲの製品をすでに使用してお
り、交換するのはｺｽﾄ面で現実的ではなかった。方向転換は米の追加制裁がきっかけだ
が、背景には新型ｺﾛﾅの感染拡大で中国の批判が急速に高まったためだ。英国ではﾛｯｸﾀﾞ
ｳﾝを2ヵ月以上続けているが、感染が止まらず、欧州最多の4万人が死亡。
・感染源である中国が初動を誤り、情報を隠したことが原因などと批判が与党・保守党内で
高まって入る。
・医療用品など幅広い分野で、中国依存を見直すよう求める声が出ている。

＊ｺﾛﾅ肺炎　AIが診断…高速・高精度PCR補完
　　　　　　　　　　　　　　　「ｿﾆｰ系、ｱﾘﾊﾞﾊﾞと画像分析」
ｿﾆｰ系で医療情報ｻｰﾋﾞｽのｴﾑｽﾘｰは中国ｱﾘﾊﾞﾊﾞ集団と連携し、AIを使い新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽに
よる肺炎を診断するｼｽﾃﾑを開発した。厚生労働省に製造販売の承認を申請した。日本は
PCR検査体制の遅れが指摘されるなか、AIを使った効率的な検査ができれば感染者を把
握しやすくなり、感染の第2波への対策も打ちやすくなる。
・ｱﾘﾊﾞﾊﾞは中国国内での新型ｺﾛﾅの感染拡大を受けて、患者のﾃﾞｰﾀを大量に収集し、AIの
分析精度を高めた。

＊韓国造船3社、2兆円受注…ｶﾀｰﾙからLNG船100隻「中国勢と攻防」
韓国の造船大手3社が中東ｶﾀｰﾙから合計2兆円規模のLNG運搬船を受注する。発注量は
100隻超で、造船業界で過去最大規模の案件となる。
現代重工業など3社の大型造船所の生産枠は2027年まで埋まることになる。国家主導で技
術力を高める中国勢も一部を受注し、世界首位を争う韓中のせめぎ合いが一段と激しくなっ
ている。

＊ﾍﾞﾄﾅﾑ　国内線全路線を再開…ﾍﾞﾄﾅﾑ航空　月内に新規6路線
ﾍﾞﾄﾅﾑ航空は5月末までに国内線の全ての運航を再開した。貨物船も含む運行本数は前年
と同水準。4月23日に外出禁止措置が解除され、経済が正常化に向かっている。ﾍﾞﾄﾅﾑ人
の観光客数が順調に回復しており、5月に5路線を新設。6月に6路線を新たに就航の計画。
国際線も早期の回復を目指している。
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＊米上場の中国勢　「自国回帰」進む…中国政府も側面支援
　　　　　　　　　　　　　 ﾈｯﾄｲｰｽ・京東、香港重複上場へ
米国に上場する中国企業の「自国回帰」が広がっている。米ﾅｽﾀﾞｯｸ市場に上場するｹﾞｰﾑ大
手のｶｯﾄｲｰｽと、ﾈｯﾄ通販大手の京東集団（JDﾄﾞｯﾄｺﾑ）が6月中に香港取引所に重複上場す
る見通し。募集が始まったﾈｯﾄｲｰｽ株には個人投資家の人気が集まる。背景には有力企業
を支援しようとする中国側の事情も垣間見える。

＊ﾌｧｰｳｪｲの5G機器…ｶﾅﾀﾞ2社も採用せず
ｶﾅﾀﾞの通信大手2社が、次世代通信規格「５G」の通信機器を当面採用しないことが分かっ
た。2社ともﾌｧｰｳｪｲと競合するｽｳｪｰﾃﾞﾝのｴﾘｸｿﾝなどと組んで5G通信網を構築する方針
だ。米中の対立が深まったことが影響。
・ｶﾅﾀﾞの通信大手のﾃﾗｽ･ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝが2日、5G通信網の構築でｴﾘｸｿﾝのほかﾉｷｱと組む。
ﾍﾞﾙ・ｶﾅﾀﾞも同日、5G通信網でｴﾘｸｿﾝの通信機器を採用すると発表した。英国でも排除すべ
きだとの声が高まり、ﾌｧｰｳｪｲへの逆風が強まっている。
・ﾌｧｰｳｪｲは欧州中心に世界の90超の通信会社と5Gの商用化に向けた契約を結び、中国
外での事業拡大に力を向けている。

＊中国の国際線　最大週2往復…当局方針、米に配慮か
中国の航空当局は4日、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの世界的流行後に乗り入れを制限してきた国際旅
客便を、週2往復まで認める方針だ。また暫定的に止めていた米系航空会社などの運航も
許可する。
・8日からは乗客の新型ｺﾛﾅの感染有無でﾌﾗｲﾄの上限数を増減させる。

＊ﾀﾞｲｷﾝ、新興勢の協業案募集
ﾀﾞｲｷﾝ工業は3日、ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ企業を対象に新技術やｻｰﾋﾞｽの協業ﾃｰﾏを募集すると発表し
た。9日まで。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽによって空気質や換気などに対して社会の需要が高まってい
ることから、ｵﾌｨｽかやｲﾍﾞﾝﾄなどでの空気環境の改善につながるﾃｰﾏを募る。
・最終審査を得て、優れたｱｲﾃﾞｱに対しては実証実験に必要な資金を最大500万円拠出す
るほか、ｼｪｱｵﾌｨｽなど実験の場を提供する。ﾀﾞｲｷﾝが出資することも検討する。

＊ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　出前が火種…ｱﾌﾟﾘ手数料　店側反発
「自分たちは飲食店のﾊﾟｰﾄﾅｰだと言うが、その意味を本当に理解しているのだろうか」。ｼﾝ
ｶﾞﾎﾟｰﾙの600を超す飲食店が料理宅配ｱﾌﾟﾘの運営企業に声を上げている。
・注文増の恩恵と同時に、高まったのが宅配手数料への不満だ。新型ｺﾛﾅ前は売り上げの
中心は店内の飲食で、宅配が占める割合はわずか。飲食店経営者は新たなお客獲得する
手段と割り切り、高額な手数料を受け入れていた。店内飲食の禁止で売り上げが大幅に減
る中で、なけなしの利益が手数料に消えれば経営が成り立たない。
・高額な手数料は世界でも問題になっている。落としどころはあるのか。

＊ﾀﾞｲｷﾝ　ｱﾌﾘｶで空調代「日払い」…導入しやすく浸透を狙う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｱﾌﾟﾘ決済後ﾛｯｸ解除
ﾀﾞｲｷﾝ工業は2021年度からﾀﾝｻﾞﾆｱで、ｴｱｺﾝを130円/１日程度で使えるｻｰﾋﾞｽを始める。ｽ
ﾀｰﾄｱｯﾌﾟのﾜｯｼｬ（東京・文京）が現地で展開する決済ｼｽﾃﾑを使い、小売店や飲食店に導入
を促す。製品の良さを伝えて最終的には購入に繋げる。省ｴﾈ性能に優れている為、ﾄｰﾀﾙｺ
ｽﾄは安くなる。
・ｴｱｺﾝには通信機能を搭載。顧客はｽﾏﾎから利用料金を払った後、ｱﾌﾟﾘを通じてﾛｯｸを解
除する。一定期間で製品の良さを見せ、購入して貰う。
・6月中に新会社を設立し、ﾀﾞｲｷﾝ80%、ﾜｯｼｬが20%出資。ﾜｯｼｬは「ｷｵｽｸ」と呼ばれる小店舗
を東ｱﾌﾘｶの未電化地域でLEDﾗﾝﾌﾟを貸し出すﾋﾞｼﾞﾈｽを展開。携帯電話の通信技術を使っ
た独自の決済ｼｽﾃﾑを持つ。
・ｱﾌﾘｶ市場では中韓ﾒｰｶｰの格安品が先行している。東ｱﾌﾘｶ市場は韓国のLG電子や中国
の珠海格力電器、美的集団などがほぼ独占。

＊ｱｼﾞｱ広がる「仮想病院」…ﾀｲBDMS「ﾈｯﾄで越境診療」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 印ｴﾑﾌｧｲﾝ「AIが医師選定」
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの流行を機に、ｱｼﾞｱの病院でﾈｯﾄ上で医師が診察するｵﾝﾗｲﾝ診療が急速に
広がっている。ﾀｲでは診療から薬の配送までを一括したｻｰﾋﾞｽを提供。ｲﾝﾄﾞでは約300施設
でAIが症状を簡易診断する仕組みを採用する。国を跨いで医療相談に応じるｻｰﾋﾞｽも登場
しており、今後は医療の在り方が大きく変わっていきそうだ。

＊ｲﾝﾄﾞ1.2億人失職…民間調査　全土封鎖で経済活動停止
首都ﾆｭｰﾃﾞﾘｰなどｲﾝﾄﾞ都市部の失業率が5月、26%となった模様だ。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染
予防として3月末に全土封鎖をはじめ、経済活動が停止し、全国では1億２千万人が職を
失った。ｲﾝﾄﾞは都市部で失職した出稼ぎ労働者が農村に帰らざるを得ず、その過程で感染
者が広がる構図だ。



2020/6/6 経済

2020/6/7 医薬

2020/6/8 東南ｱｼﾞｱ

2020/6/8 経済

2020/6/9 医薬

2020/6/9 経済

2020/6/10
1$=107.92

医薬

＊中国半導体、自給率20.7%…24年予測　消費に生産追いつかず
米調査会社ICｲﾝｻｲﾂは、中国で生産する半導体で同国の半導体消費をどれだけまかなえ
るかを示す「自給率」が、2024年でも20.7%にとどまるとの予測を発表した。中国は国を挙げ
て半導体の国産化に取り組んでおり、19年実績の15.7%からは高まるものの、目標の70%達
成には程遠い。
・中国のIC生産は19年時点で、韓国ｻﾑｽﾝ電子や米ｲﾝﾃﾙ、台湾TSMCといった外資系企業
が6割強を占めている。24年時点でも外資系が少なくとも半分を担うと見ている。

＊WTO人事でも　米中対立…事務局長選び混沌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　新通商ﾙｰﾙ　主導権争い
米中対立が世界貿易機関（WTO)のﾄｯﾌﾟである事務局長選びにも波及してきた。現職のﾛﾍﾞ
ﾙﾄ・ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ氏（62）の辞意に伴う選挙の立候補受付が8日、始まった。米国がﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞの
元貿易相を押す一方、中国はｹﾆｱ元外相の擁立を目指しているとの観測も浮上する。新た
な通商ﾙｰﾙ作りの主導権争いは、欧州などの思惑も絡み、曲折しそうだ。
⦿WTO事務局長選で取り沙汰される主な候補
①ｹﾆｱ＝ｱﾐﾉ・ﾐﾊﾒﾄﾞ元外相、②ﾅｲｼﾞｪﾘｱ＝ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ・ｱｶﾞWTO事務局次長
③ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ＝ﾌｨﾙ･ﾎｰｶﾞﾝ欧州委員、④英国＝ﾋﾟｰﾀ・ﾏﾝﾃﾞﾙｿﾝ元欧州委員
⑤ｽﾍﾟｲﾝ＝ｱﾗﾝﾁｬ・ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ外相、⑥ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ＝ﾃｨﾑ・ｸﾞﾛｰｻｰ元外相
⑦韓国＝ﾕ・ﾐﾖﾝﾋ通商交渉本部長

＊鉄鉱石急騰100㌦越え…国際ｽﾎﾟｯﾄ　中国の需要拡大
高炉の成功原料となる鉄鉱石の価格が急騰している。指標となる国際ｽﾎﾟｯﾄ（随時契約）価
格は6月初旬に1㌧100㌦の大台に約10ヵ月ぶりに乗せた。中国の粗鋼生産が高水準で、鉄
鉱石の需要も拡大しているためだ。ｽﾎﾟｯﾄ価格の上昇が続けば、高炉の長期契約での調達
価格を押し上げる要因にもなる。生産ｺｽﾄの上昇は鋼材需要低迷に悩む高炉に追い打ちと
なる可能性がある。

＊ｲﾝﾄﾞﾈｼｱの高速鉄道　日本の参加打診へ…中国が支援、工事に遅れ
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ政府は近く、中国の支援で建設する首都ｼﾞｬｶﾙﾀと近隣のﾊﾞﾝﾄﾞﾝを結ぶ高速鉄道
の計画に日本を加える案をまとめ、日本側に打診する。
日本が協力するｼﾞｬｶﾙﾀと第2の都市のｽﾗﾊﾞﾔを結ぶ既存鉄道の準高速化計画と統合し、事
業を効率化する狙いだ。中国側を刺激し、工事の遅れを前進させる効果を狙う。
・日本側は困惑。中国の線路など規格が異なる等内容が想像つかない。

＊「知の共有」世界で加速…ｺﾛﾅ論文、既にSARSの100倍
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｽﾋﾟｰﾄﾞ重視　日本、影薄く
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に関する研究が世界で急激に増え、かってない勢いで「知の共有」が
進んでいる。感染拡大の阻止や治療法の探索に向けていち早く成果を公開する動きが広が
り、「査読」と呼ばれる専門家の検証を受ける前に成果を発表する研究論文も目立つ。ｽﾋﾟｰ
ﾄﾞ重視の潮流に取り残されないよう、日本も対応を迫られる。
・研究の高速化が進む中、日本の存在感は薄い。文化省科技政策研の4月、査読前論文の
数では首位中国545本、2位米411、8位日本31。

＊追跡ｱﾌﾟﾘ診察情報連動…感染状況、色でｽﾏﾎに「ｺﾛﾅ対策で監視強」
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染拡大を防ぐため、個人を追跡するｽﾏﾎｱﾌﾟﾘの導入が広がっている。
防疫と個人情報保護のﾊﾞﾗﾝｽに悩む国が多い中、中国は位置情報のほか、病院の診察
ﾃﾞｰﾀも連動させて監視を強める。ｱﾌﾟﾘを開発したのはｱﾘﾊﾞﾊﾞ集団と騰訊控股（ﾃﾝｾﾝﾄ）だ。
日常生活に入り込む。
⦿新型ｺﾛﾅ対策で追跡ｱﾌﾟﾘを使う国
・GPSやｽﾏﾎの位置情報を利用
　中国＝ｱﾘﾊﾞﾊﾞ、ﾃﾝｾﾝﾄがｱﾌﾟﾘ開発、入店時に提示。ｲﾝﾄﾞ＝ﾃﾞｰﾀは政府に集約。韓国＝移
動経路を公開、濃厚接触者を特定。台湾＝隔離対象者をｱﾌﾟﾘで管理。香港＝渡航者をﾘｽﾄ
ﾊﾞﾝﾄﾞで管理。ﾀｲ＝空港でｱﾌﾟﾘを義務付け。ﾏﾚｰｼｱ＝中国参考にｽﾏﾎｱﾌﾟﾘを開発
・ﾌﾞﾙｰﾄｩｰｽによる接触情報を利用
　ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ＝接触情報を管理、政府がﾃﾞｰﾀ集約。日本＝ｱﾌﾟﾘ開発中。政府は集約せず。
豪州＝ﾃﾞｰﾀは保健当局のみｱｸｾｽ可、3週間で削除。

＊PCR2時間で5000件…ﾀｶﾗﾊﾞｲｵ、米で承認へ「ﾛｼｭの14倍」
ﾀｶﾗﾊﾞｲｵは新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染の有無を調べるPCR検査で、2時間弱で最大5000件超を検
査する手法を開発した。主流のｽｲｽ製薬大手ﾛｼｭの手法に比べて処理能力は14倍以上向
上する。米食品医薬品局（FDA)の緊急使用許可（FUA)を申請中で近く承認を得られる見通
し。



2020/6/10 企業D

2020/6/10 経済

2020/6/10 経済

2020/6/11
1$=107.33

経済

2020/6/11 経済

2020/6/11 東南ｱｼﾞｱ

2020/6/12 経済

＊空調修理　AIが部品選定…ﾀﾞｲｷﾝ、「一発完了」確立高める
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｺｽﾄ減、手間も少なく
ﾀﾞｲｷﾝ工業はｴｱｺﾝの修理に必要な部品を人口知能（AI)が高精度で予測するｼｽﾃﾑを開発
した。過不足なく部品を選定する確率は80%と熟練技術を上回り、修理を一度で完了させる
回数を増やせる。国内のｴｱｺﾝ市場は伸びが見込めず、ｺｽﾄ削減と保守ｻｰﾋﾞｽの質向上が
課題だ。修理の「一発完了」を増やすことで人と人の接触機会を減らす新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対象
にもつながりそうだ。
・ﾕｰｻﾞｰがﾘﾓｰﾄ操作で表示される「ｴﾗｰｺｰﾄﾞ」をﾀﾞｲｷﾝのｵﾍﾟﾚｰﾀに伝えるとAIが過去13年間
に起きた類似の事業と照らしあわせ、ｾﾝｻｰやｽｲｯﾁなどの組み合わせも勘案し最適な交換
部品を選び出す。AIが選んだ部品ｾｯﾄが実際の修理に必要なものと合致する確率は80%。
2016年の試行段階では50%だった。
・ｴｱｺﾝ修理の問い合わせは年90万件。一度で修理を終える頻度を高めることでｺｽﾄを数億
円減らせる可能性がある。

＊TSMC、苦渋の米ｼﾌﾄ…ﾌｧｰｳｪｲ制裁で需要減　補完
　　　　　　　　　　　　　　　　現地生産　ｺｽﾄの壁
半導体受託生産の世界最大手、台湾積体電路製造（TSMC)が中国から米国へのｼﾌﾄを強
める。劉徳音董事長（会長に相当）は9日、米国の制裁強化で中国・華為技術（ﾌｧｰｳｪｲ）向
けの受注を失う場合、米顧客などとの取引増で補う方針を明らかにした。米中ﾊｲﾃｸ摩擦を
受け米に「踏み絵」を踏まされた格好だ。影響は中国市場に期待してきた日本などのｻﾌﾟﾗｲ
ﾔｰにも及ぶ。
・TSMCはもともと米国向けで成長。売上高に占める顧客の比率でみると、米国が60%で、中
国は20%。ただ中国は過去5年で13㌽も上昇した。ﾌｧｰｳｪｲ向けが増えた。
・米生産は「ｺｽﾄが高く、補助金は米政府と交渉中」と劉氏は言う。収益の見通しは完全では
ない。「世界中の企業が二大国の板挟みになる」

＊米半導体ｿﾌﾄ、中国堅調…制裁対象外の顧客育つ
ｼﾉﾌﾟｼｽなど米国の半導体EDA（回路自動設計）ｿﾌﾄ大手の中国事業が堅調だ。米政府によ
る制裁で大口顧客のﾌｧｰｳｪｲとの取引きは制限を受けているはずだが、決算書からは影響
が読み取れない。中国で別の顧客層が育ち補っている可能性だ。「我々は制裁とどう共存
するかを学び成長」。
・ｹｲﾃﾝｽﾞ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｼｽﾃﾑｽﾞも同様で、制裁を機にﾌｧｰｳｪｲとの取引は停止したが、中国向け
は18年1～3月期に比較して8割以上の増加。
・FDAｿﾌﾄは半導体の設計に欠かせないが、世界市場はﾒﾝﾀｰ・ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽを含む米国3社に
よる寡占状態にある。技術が高度過ぎ、新規参入は難しく、中国でも代替は育っていない。
だが、”抜け道”はある。

＊中国、各地で消費喚起策…上海市や北京市　商品券を配布
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染が収束しつつある中国で、地方政府が消費喚起策に相次いで動いて
いる。上海市は総額130億元（約2000億円）の商品券を配布し、低迷していた消費の底上げ
を狙う。北京市や湖北省武漢市も商品券を配り、広州市は路上販売の規制を緩和する。行
政主導で早期に回復させたい考えだ。

＊つながる工場　攻撃7倍…ｻｲﾊﾞｰﾘｽｸ　IOT普及で高まる
企業の工場や施設を狙ったｻｲﾊﾞｰ攻撃の被害が深刻だ。8日に攻撃を受けたﾎﾝﾀﾞでは世界
の9工場で生産が一時止まった。あらゆるﾓﾉをﾈｯﾄでつなぐ「IOT」の普及で、工場がﾈｯﾄﾜｰｸ
につながり攻撃のﾘｽｸが高まっている。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大で在宅勤務が進み工場は
ｻｲﾊﾞｰ対策の強化にせまられそうだ。
・被害状況などからﾗﾝｻﾑｳｴｱ（身代金要求ｳｲﾙｽ）が広がったとみる。

＊東南ア、車販売4月8割減…「日本車王国」回復鈍く
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で東南ｱｼﾞｱの自動車産業の苦境が続いている。各国の活動制限で4
月の新車販売台数は前年同月比8割減。生産は再開しつつあるが、政府が求める感染防
止対策が制約となっている。生産販売ともに日系ﾒｰｶｰのｼｪｱが高い「日本車王国の東南ｱ
の需要の回復は鈍く、生産体制を見直す動きも出ている。
・ﾏﾚｰｼｱ99.7%減、ﾌｲﾘﾋﾟﾝ99.5%減。両国は3月活動制限、4月は生産・販売が完全停止。最
大市場のｲﾝﾄﾞﾈｼｱは91%減。ﾀｲは非常事態宣言でも車販売店の営業は認められたが65%
減。

＊韓国車生産5月37%減…ｺﾛﾅ響き輸出半減
韓国産業通商資源省は11日発表した自動車産業動向によると、5月の国内自動車生産台
数は前年同月比37%減だった。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染拡大で欧米やｲﾝﾄﾞなどの販売店がほ
ぼ営業休止し、輸出台数が同58%減ったことが響いた。一部で経済活動再開の動きはある
が、自動車需要の回復にはまだ時間がかかりそうだ。
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2020/6/12 経済

2020/6/12 経済

2020/6/13 経済

2020/6/16
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経済

2020/6/16 経済

2020/6/16 指導部

2020/6/17 経済

＊中国次々と資金流出か…闇ﾚｰﾄで元安・㌦高に振れ「不動産や保険」
米中対立の激化や人民元安を受け、中国からの資金流出を示唆する事象が相次いでい
る。主に一旦香港㌦口座に入金し、海外に送る。上海で闇両替のﾚｰﾄが元安に振れ、新型ｺ
ﾛﾅの収束を睨み海外不動産や保険を物色する動きも出始めた。

＊英ｱｰﾑ、中国合弁「反旗」…ﾄｯﾌﾟ解任、現地幹部抵抗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 対中取引、統治に不安
ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸｸﾞﾙｰﾌﾟ（SBC)傘下の英半導体設計大手・ｱｰﾑで、中国の合弁会社の制御が困難に
なっている。英本社は合弁の経営ﾄｯﾌﾟの解任を表明したが、株式の過半数を中国の国有企
業などが握る合弁側は否定。
・ｱｰﾑはｽﾏﾎなどﾓｰﾊﾞｲﾙ機器向けﾌﾟﾛｾｯｻｰの設計情報で世界ｼｪｱ9割超を誇り、先端半導
体開発のｶｷﾞを握る存在だ。
・台湾のｼﾝｸﾀﾝｸ、資訊工業策進会産業情報研究所（MIC)の施柏栄ｼﾆｱｱﾅﾘｽﾄは「ｱｰﾑがあ
らゆる技術ﾗｲｾﾝｽの供与と運営を担う子会社を中国に設立し、それを制御できないというの
は異常だ」と指摘する。

＊米欧企業に中国の「踏み絵」…ｽﾞｰﾑ、在米人権活動家に制限
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 板挟み　間合いに苦慮
米欧の有力企業が中国に「踏み絵」を迫られている。ﾋﾞﾃﾞｵ会議ｼｽﾃﾑ「 Zoom(ｽﾞｰﾑ）」の運
営会社が中国の要請に応じて米国在住の人権活動家へのｻｰﾋﾞｽ提供を一時中止したこと
が11日、明らかになった。米国で批判が高まりかねない今回の措置の背景からは、中国と
の間合いに悩むｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ企業に姿が浮かび上がる。

＊北京、第2波回避へ厳戒…卸売市場で集団感染
食品卸売市場を巡る新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの集団感染が判明した中国・北京で感染「第２波」が生
じれば、習近平指導部の足元を揺るがしかねない。14日に7.6万人超をPCR検査するなど感
染者との把握と隔離を急いでいる。
・習指導部にとってお膝元の首都・北京市での集団感染は求心力を揺るがす脅威だ。

＊中国新幹線、勝算なき膨張…地方の誘致競争激しく、負債82兆円に
⦿中国の高速鉄道は大都市を除くと経営が厳しい
　①東北部＝ｸﾞﾙｰﾌﾟ2社がそれぞれ65億元強の赤字、景気低迷が響く
　②西部＝四川省などのｸﾞﾙｰﾌﾟ4社が赤字、人口密度が低く飛行機利用
　③南部＝雲南省のｸﾞﾙｰﾌﾟ会社17億元赤字、陽宗駅開業せず。
　④都市部＝北京ー上海は㌦箱路線。20年1月に上場、広東省も好調

＊米制裁、韓国・ｻﾑｽﾝ「漁夫の利」…ﾌｧｰｳｪｲ打撃　ｽﾏﾎ首位・追い風
ﾊｲﾃｸ産業を巡る米中対立が激しさを増す中、韓国ｻﾑｽﾝ電子が「漁夫の利」を得る構図と
なっている。華為技術（ﾌｧｰｳｪｲ）らの先端半導体の開発
・生産が足止めされ、ｻﾑｽﾝの二本柱であるｽﾏﾎと半導体事業は当面は盤石といえそうだ。
・ｻﾑｽﾝの西安工場は主に中国ﾌﾞﾗﾝﾄﾞや米ｱｯﾌﾟﾙのｽﾏﾎに搭載する半導体ﾒﾓﾘｰを量産して
おり、2019年12月には80億㌦（約8600億円）の追加投資を決定したばかり。
・競合大手となる中国の半導体ﾏｰｶｰは米国製の装置を導入できず、想定通りに先端品の
調達先としてｻﾑｽﾝの西安工場を頼らざるを得ない。
・しかし、米政府はｻﾑｽﾝにも「踏み絵」を迫る可能性もある。

＊中国の生産改善　雇用に波及遠く…景気対策行き渡らず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「5月就業　都市部23%減に沈む」
⦿生産・消費・投資は回復基調だが…
　　　　　　　　　　　４月　増減　5月　　　増減の背景
　・工業生産　　　　　3.9　➚　 4.4　　「車・ｾﾒﾝﾄ・鉄鋼が好調」
　・固定資産投資 -10.3　➚　-6.3　　「ｲﾝﾌﾗと不動産が牽引」
　・小売売上高　　  -7.5　➚　-2.8    「電子商取引が急回復、飲食不振」
　・輸出　　　　　　　  3.5　 ➘  -3.3　  「ﾏｽｸ・ﾊﾟｿｺﾝ拡大も新規受注なく」
 （注）前年同月比増減率、固定資産投資1月～当月迄前年同期比増減率

＊中国車市場　偏る「官製」回復…大手に恩恵、中下位苦戦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 補助金効果、5月販売7%増
中国の乗用車市場が急回復している。5月の乗用車の新車販売台数は前年同月比7%増と
約２年ぶりに前年実績を上回った。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で低迷する消費喚起を目的に、中
国政府が打ち出した補助金政策が台数をかさ上げした。「官製」回復の恩恵は大手ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
ばかりが目立つ。
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＊白酒　品種絞って希少価値…ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ戦略巧みに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国・茅台酒、時価総額ﾄﾖﾀ越え
中国の株式市場で白酒製造最大手、貴州茅台酒（貴州省）が存在感を高めている。2020年
1～3月期の純利益は前年同期比2割増え、株価は4月から相次ぎ上場来高値を更新した。
商品の種類を絞り、出荷量を調整して希少価値を高める巧みなﾌﾞﾗﾝﾄﾞ戦略が好業績を支え
る。内外の投資家の注目を集め、中国大陸の製造業で最大の時価総額に躍り出た。
・代表商品「飛天」（53度、500ｍｌ）の正規販売価格は1499元（約2万2500円）と高価だ。20年
出荷時点で2700元。現在はさらに高くなっている。

＊鉄鉱石　ｺﾛﾅ禍でも高値…日鉄など収益回復に影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ﾌﾞﾗｼﾞﾙ鉱山停止」「中国が大量購入」
ﾌﾞﾗｼﾞﾙでの新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの蔓延が鉄鋼業界の重荷になりつつある。原料である鉄鉱石の
鉱山の操業が一部で止まり、供給懸念が浮上。世界の鋼材需要は低調だが、経済活動を
いち早く再開した中国が鉄鉱石を大量購入し、鉱石価格は高どまりする。世界2位の鉄鉱石
生産国ﾌﾞﾗｼﾞﾙのｺﾛﾅｳｲﾙｽ禍が長引くと、鉄鋼大手の収益回復に足かせとなる可能性があ
る。

＊香港競争力5位に後退…IMD調査　日本、最低の34位
ｽｲｽの有力ﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙIMDが16日発表した2020年版世界競争力ﾗﾝｷﾝｸﾞで、中国の統制
強化に揺れる香港が5位（19年の2位）となった。
・高額なﾌﾞﾗﾝﾄﾞ品の販売やホテル業界などの景況感は急速に悪化した。ﾄﾗﾝﾌﾟ政権は香港
に提供してきた関税や渡航面の優遇措置を見直す。世界の富裕層や投資家を引き付けて
きたｱｼﾞｱの金融ｾﾝﾀｰとしての地位が危うくなっている。
・1位は2年連続でｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ。健全な財政や雇用、企業の高い生産性などが評価されてい
る。米国は前年の3位から10位に後退。中国も20位へと6つ順位を落とした。日本も「ﾋﾞｼﾞﾈｽ
の効率性」の評価が低く34位。

＊ｴﾝﾀﾒ配信　欧米を開拓…LINE後の成長源に「韓国、ﾗｲﾌﾞや漫画」
韓国ﾈｯﾄ大手のﾈｲﾊﾞｰが、ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄのｺﾝﾃﾝﾂ配信を拡大する。音楽ﾗｲﾌﾞの有料配信や
漫画のｵﾝﾗｲﾝ配信で欧米を含めた世界市場を開拓。
ﾔﾌｰを傘下に持つZHDと統合する子会社のLINEに代わり、韓国以外での成長を担う事業と
して位置付ける。

＊香港本土勢の存在感増す…中国ﾈｯﾄ通販の京東　上場
中国ﾈｯﾄ通販2位の京東集団（JDﾄﾞｯﾄｺﾑ）が18日、香港取引所に株式公開した。本土企業
の存在感が一段と増す。中国が統制強化を進める中でも香港の金融安定を強調する狙い
で、取引活性化へ期待が高まる。香港の自治が弱まって一国二制度が揺らげば、中長期的
に世界のﾏﾈｰが逃避するﾘｽｸある。

＊米ハイテク、懸念広がる…ﾌｧｰｳｪｲへの輸出規制
ﾌｧｰｳｪｲに対する米国の新しい輸出規制を受け、米国内のﾊｲﾃｸ企業に懸念が広がってい
る。米国の技術を使った半導体をﾌｧｰｳｪｲに販売する際に規制を課す等、こうした排除に
よって国際的な供給網が分断される恐れがるためだ。
・ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ州の半導体企業幹部は「中国だけでなく、ｱｼﾞｱで新規の顧客確保が難しくなる
可能性がある」と語る。
・米中分断は長期的に米国の半導体産業をﾅﾝﾊﾞｰ1の地位から転落させる可能性がある。
・ﾎﾞｽﾄﾝ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ・Gは「韓国が米国を抜くのに数年しかかからない」

＊阪大発ｱﾝｼﾞｪｽのﾜｸﾁﾝ…10月・400～500人規模治験
　　　　　　　　　　　　　　　　 吉村知事「ｵｰﾙ大阪で」
大阪府の吉村洋文知事は、大阪大発のﾊﾞｲｵ企業「ｱﾝｼﾞｪｽ」が開発を進めている新型ｺﾛﾅｳ
ｲﾙｽのﾜｸﾁﾝについて、10月に400～500人規模の臨床試験（治験）を実施すると説明した。
30日から医療従事者20～30人を対象に治験を実施。今年中に10万～20万人分の製造が
可能になる。
・新型ｺﾛﾅのﾜｸﾁﾝの治験は国内初。21年春～秋の実用化を目指す。
・阪大や公立大学法人大阪、府立病院機構などと協定を結び、ﾜｸﾁﾝや治療薬の開発で連
携している。

＊ﾋﾞｼﾞﾈｽ往来　開国手探り…ﾍﾞﾄﾅﾑ・ﾀｲ来月にも再開「米・中・韓遅れ」
政府は18日、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染拡大を受けて制限している出入国をﾋﾞｼﾞﾈｽ目的に限定
して緩めると決めた。出入国時のPCR検査が条件になる。まずﾍﾞﾄﾅﾑ、ﾀｲを対象に7月にも
実施する。入国者は最大でも1日250人で米国や中国、韓国、台湾は秋以降になる可能性
がある。

＊ﾀﾞｲｷﾝ、ﾀﾝｻﾞﾆｱ事業新会社
ﾀﾞｲｷﾝ工業はﾀﾝｻﾞﾆｱでｴｱｺﾝの日払い利用ｻｰﾋﾞｽを展開する新会社「ﾊﾞﾘﾃﾞｨﾊﾞﾘﾃﾞｨ」（神戸
市）を設立した。ﾀﾞｲｷﾝが80%、ｱﾌﾘｶの未電化地域で発行ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ（LED)ﾗﾝﾌﾟの貸し出し事業
を手掛けるｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ企業のﾜｯｼｬ（東京・文教）が20%を出資する。
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＊東南ｱ、防衛費を圧縮…南ｼﾅ海　安保に隙「ｺﾛﾅ対策で財源不足」
東南ｱｼﾞｱ諸国が防衛費を圧縮し、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対策に財源を振り向け始めた。一部の国
は南ｼﾅ海の領有権などを巡り中国との緊張を高めており、防衛当局者が懸念を強める。安
全保障面での米国との協調に影を落とし、地域に新たな隙を生みかねない。
⦿ASEAN 各国と中国との対立
　ﾍﾞﾄﾅﾑ＝中国船が自国漁船に衝突、非難声明模索。ﾌｨﾘﾋﾟﾝ＝ｽﾌﾟﾗﾄﾘｰ諸島で軍の船着き
場、滑走路作る。ﾏﾚｰｼｱ＝大陸棚の延長要請で中国が反発。ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ＝自国EEZと九段線
を巡り中国の要請を拒否

＊中国ﾈｯﾄ通販　果てなき消耗戦…値下げ争い　需要先食い
中国で最大級となるﾈｯﾄ通販ｾｰﾙが18日に終わった。EC大手の京東集団（JDﾄﾞｯﾄｺﾑ）は取
扱高が過去最高の2692億元（約4兆円）に上り、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で打撃を受けた消費
の盛り上がりを印象付けた。その要員は通販各社の例年にない値下げ合戦にあり、消費者
が節約に走る姿も透けて見える。
・ﾈｯﾄ通販各社が顧客の囲い込みに消耗戦を繰り広げる構図はやまない

＊香港「ﾃﾞｰﾀﾊﾌﾞ」危うく…米司法省　海底ｹｰﾌﾞﾙに反対
米司法省が米国と香港を初めて直接結ぶ海底ｹｰﾌﾞﾙ計画に17日、反対を表明した。通信
ﾃﾞｰﾀが香港経由で中国当局に収集されるとの懸念からだ。「世界とつながる都市」を標榜し
てきた香港が通信ｲﾝﾌﾗの強みを失い、ﾃﾞｰﾀﾊﾌﾞの地位が揺らげば、IT企業の誘致や金融
取引にも影響が出かねない。
・米司法省が懸念したのは香港と中国本土の一体化だ。米国の通信ﾃﾞｰﾀがｱｼﾞｱ各国に届
く前に「中国領地と中国が管理する割合が高まる」との見方も示した。

＊国産ﾜｸﾁﾝ　100万人分に…開発段階で増産対応
大阪大発のﾊﾞｲｵ企業ｱﾝｼﾞｪｽを中心とする産学連合は、年内の承認取得を目指す新型ｺﾛﾅ
ｳｲﾙｽ向けﾜｸﾁﾝを2021年3月までに100万人分生産する体制を整える。米国などの世界大
手が億人分規模での量産体制づくりを進めるが、日本が輸入できる保証はない。開発段階
から増産対応を進め、感染「第２波」への備えを急ぐ。
⦿国内勢の生産量は海外勢に劣る
　・ｱﾝｼﾞｪｽ（DNAﾜｸﾁﾝ）＝21年までに100万人分、・塩野義＝21年秋以降に1千万人分、・米
ﾓﾃﾞﾙﾅ＝21年以降に年間10億人分、・英ｱｽﾄﾗｾﾞﾈｶ＝9月以降に年間20億人分

＊中国のﾗｯｸｽｼｪｱ　「第二の鴻海」本家を脅かす…ｱｯﾌﾟﾙの発注奪合い
中国の立訊精密工業（ﾗｯｸｽｼｪｱ）が急成長。台湾の鴻海精密工業出身者が創業した新興
企業ながら、時価総額では「本家」を超えた。事業面でも米ｱｯﾌﾟﾙからの受注を巡り鴻海を
脅かす存在に育ちつつある。

＊国内移動全面解禁…航空客　前年の4割「ﾎﾃﾙ予約　徐々に」
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対策として政府が制限をかけていた都道府県境を跨ぐ移動が19日、前面解
禁となった。航空は7月の予約が前年の4割に回復し、ﾎﾃﾙも地域差はあるが稼働率は徐々
に高まっている。ただ、出張を控える企業はなお多く、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ（訪日観光客)も戻らない。
経済全開への道のりは遠い。
・石川県七尾市の和倉温泉「加賀屋」は足元から11月にかけての予約状況が3～4割程度
に回復した。
・ﾆｾｺでｱｳﾄﾄﾞｱﾚｼﾞｬｰを提供するNACは19日、道外客の受け入れを開始。冬の客の9割がｲ
ﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞだ。例年は冬の問い合わせが出始める時期だが、まだほとんどないという。

＊見本市　ｵﾝﾗｲﾝに活路…中国最大の商談会、出展者維持
　　　　　　　　　　　　　　　　　VRで展示　世界から閲覧
⦿様変わりする世界の見本市
　見本市（開催国）　（種別）　　　「概要」
　・CEATEC　　　　（家電・IT）「10月に4日間のｵﾝﾗｲﾝ配信」
　・東京ｹﾞｰﾑｼｮｳ　（ｹﾞｰﾑ）　　「ｵﾝﾗｲﾝ配信」
　・中国輸出入商品交易会（機械・日用品）「ライブ配信、商談はﾈｯﾄ会議」
　・ﾊﾉｰﾊﾞｰﾒｯｾ（独）（製造業） 「7月に延期しｵﾝﾗｲﾝ配信」
　・ｹﾞｰﾑｽﾞｺﾑ（独）　（ｹﾞｰﾑ）　　「8月にｵﾝﾗｲﾝ配信」
　・IFA（独）　　　　　（家電）　　 「9月に1日上限1千人のみ招待」
　・ﾐﾗﾉ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾌｧｯｼｮﾝ・ｳｲｰｸ（伊）（ﾌｧｯｼｮﾝ）「7月に無観客ｼｮｰ、ｲﾝﾀﾋﾞｭ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰを配信」
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＊中国版GPS「北斗」完成…脱・米依存「宇宙強国」目指す
中国当局は23日、中国版全地球測位ｼｽﾃﾑ（GPS)「北斗」が完成したと発表した。車両やｽﾏ
ﾎなどの位置を特定できる測位衛星は防衛や経済対策に欠かせない。米国が先行していた
が、中国は米国依存から脱却し「宇宙強国」をめざす。
・北斗は1994年にｼｽﾃﾑ開発に着手、2000年に初衛星打ち上げ、12年から中国と太平洋諸
島地域対象に位置情報を提供。18年末から対象地域を全世界に拡大。これまでの55基の
中から最適３５基を運用する仕組み。米国のGPSの31基より多い。10センチ単位で計測可
能。

＊ﾜｸﾁﾝ確保へ　米追う欧州各国…第2波備え製薬会社支援
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの「第2波」に備え、欧州各国がﾜｸﾁﾝの調達を急いでいる。ﾜｸﾁﾝはまだ開発
段階だが、米国が先駆けて欧州製薬会社と契約を結んだことに対抗する。各国政府が製薬
会社と直接交渉し、今秋にも供給されるﾜｸﾁﾝを確保しようと躍起だ。
⦿欧米でﾜｸﾁﾝ調達競争が激しい
　BARDA　　➞英ｱｽﾄﾗｾﾞﾈｶﾞ　⇐独仏伊藍の「ﾜｸﾁﾝ同盟」（3～4億回分）
　 （10億㌦支援）　同上　　　   ⇐英国（１億回分確保にﾒﾄﾞ）
　　(資金支援)➞仏ｻﾉﾌｨ　　　　⇐ﾌﾗﾝｽ（工場建設を支援）
　　(米政権が接近）➞独ｷｭｱﾊﾞｸ⇐ﾄﾞｲﾂ（3億ﾕｰﾛ出資）
　・BARDA＝米生物医学先端研究所発局

＊ﾀｲ「旅客回復は23年」…国営空港会社　感染第2波を想定
ﾀｲ空港会社（AOT)は自社が運営する国内6空港の旅客需要の回復が2023年ごろになると
の見通しを発表した。
・同社は国営で、ﾊﾞﾝｺｸや南部のﾘｿﾞｰﾄ地ﾌﾟｰｹｯﾄなど主要都市で空港を運営する。
・ﾀｲ国際航空はｺﾛﾅによる運航停止が響き、5月に経営破産した。
・ﾀｲは3月末、非常事態宣言し、国際線の乗り入れと外国人の入国を原則禁止している。

＊台湾IT、3ヵ月連続増収…5月5%増　ﾃﾚﾜｰｸ需要　寄与
世界のIT景気の先行指標となる台湾の主要19社の5月の売上高は前年同月比5.7%増え
た。3ヵ月連続で前年実績を上回った。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対策によるﾃﾚﾜｰｸ（遠隔勤務）の普及
で、ｻｰﾊﾞｰやﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末などの需要が増えた。6割超に当たる12社が増収を確保した。
TSMCは約17%増え、12ヵ月連続の増収となった。

＊技師・検出器不要　30分検査…日大や塩野義　秋にも実用化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PCRより簡便に
専門の技師や検出器を使わず、30分ほどで新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽを判定する検査法が実用に向け
て動き出す。日本大学の桑原正靖教授らが作った検査で、月内に塩野義製薬と量産向け
検査ｷｯﾄの開発でﾗｲｾﾝｽ契約を結ぶ。
⦿新型ｺﾛﾅの検査方法
                  ・・・・・・「 PCR　」・・・・・・　・『SATIC』・　・・「抗原検査」・・
検体の種類　「鼻などの粘膜」「唾液」　　　『唾液』　　　「粘膜か唾液」
検体の採取　「医師が採取」「本人も可」　『品人も可』　「唾液なら本人可」
検査制度　　　　　「高い」　　　「高い」　　　『高い』　　　 「低い」
所要時間　　　　　   　「約3～5H」　　　　　 『約30分』　　「約１H」
必要な機器　「ｻｰﾏﾙｻｲｸﾗｰ、検出器」　　 『加湿機器』　「反応ｶｾｯﾄ」
技師の操作　　　　　　  　「必要」　　　　　　『必須でない』「必須でない」

＊中国、環境車優遇にHVも…規制決定　EV低迷で対象拡充
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ﾄﾖﾀなど日系追い風
中国政府がﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車（HV)を「低燃費車」と位置付けて優遇する政策を最終的に決めたこ
とが22日、分かった。2021年1月から実施する。これまではｶﾞｿﾘﾝ車と同一視してきた。EVの
販売低迷を受けて、環境対策の加速にはHVなどの普及が必要だと判断した。

＊中国、海南島の関税ｾﾞﾛへ…香港の機能一部分散「ﾋﾞｻﾞ免除拡大」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25年以降、法人・所得税も優遇
中国政府は最南端の海南省を「自由貿易港」に指定した。2025年にも原則すべての関税を
なくす。法人税や所得税も優遇し、ﾋﾞｻﾞなし渡航も広げる。香港の機能の一部を分散させる
思惑もありそうだ。人材不足など課題は多く、計画通りに発展するかは見通せない。

＊国産ｽﾊﾟｺﾝ　世界一奪還…理研・富士通の「富岳」8年ぶり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高速計算　研究・産業に競争力
ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰの計算速度を競う最新の世界ﾗﾝｷﾝｸﾞが22日公表され、理化学研究所と富
士通が開発した「富岳（ふがく）」が首位を獲得した。世界一は日本として8年半ぶりで、高速
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ開発を主導する米国と中国の2強体制に風穴を開けた。ﾃﾞｼﾞﾀﾙ社会が到来し、高
速計算機の進化は新しい薬や素材の探索、人工知能の活用などに革新をもたらす。富岳で
新たに手にした計算力を企業や大学が優れた成果に繋げた行けるかが問われる。



2020/6/25 東南ｱｼﾞｱ

2020/6/25 医薬

2020/6/26
1$=107.10

経済

2020/6/26 医薬

2020/6/26 東南ｱｼﾞｱ

2020/6/26 経済

2020/6/27 経済

2020/6/27 経済

＊武田、全役員の報酬開示…ｳｪﾊﾞｰ社長、19年度20億円
武田薬品工業は24日に公表した有価証券報告書のなかで、全ての取締役を対象に役員報
酬を開示した。対象は社外取締役も含めた16人。
ｸﾘｽﾄﾌ･ｳｪﾊﾞｰ社長は2019年度の役員報酬は20億7300万円と前年度から18%増えたことも
わかった。社長の報酬増は19年度までの3ヵ年の業績があらかじめ設定した経営目標を上
回ったためとしている。

＊ﾗｲﾌﾞ通販　挑むTikTok…ｱﾘﾊﾞﾊﾞ・京東を追う「会員4億人活用、柱に」
動画ｱﾌﾟﾘ「TikTok(ﾃｨｯｸﾄｯｸ）」を運営する中国の北京字節跳動科技（ﾊﾞﾝﾄﾀﾞﾝｽ）が、生中継
で商品を売る「ﾗｲﾌﾞｺﾏｰｽ」でｱﾘﾊﾞﾊﾞ集団などのﾈｯﾄ通販勢に挑む。ﾗｲﾌﾞｺﾏｰｽ市場は2020
年に約14兆円と急拡大しており、国内4億人の会員をﾃｺに、広告に次ぐ新たな収益源に育
てる。
・年間最大級のﾈｯﾄ通販ｾｰﾙ「6･18」では「ﾗｲﾌﾞｺﾏｰｽが乱立し、思うように売り上げが伸びな
かった」との声が漏れた。各社が生中継を流して視聴者が分散したほか、値下げ合戦も要
因とみられる。

＊UAEでﾜｸﾁﾝ治験…中国医薬集団　対ｺﾛﾅ、実用化急ぐ
国有製薬大手、中国医薬集団（ｼﾝﾌｧｰﾑ）は開発中の新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ向けﾜｸﾁﾝで、ｱﾗﾌﾞ首
長国連邦（UAE)で第3期の臨床試験を実施する。中国は他国に比べて新規感染者を抑えて
おり、感染者が増えている国外で試験を進める。世界的に開発競争が激化、中国はいち早
い実用化を目指す。
・ﾜｸﾁﾝの年間生産能力として北京で1億2千万個を確保する見通し。

＊ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ通信２陣営…ｴﾘｸｿﾝ・ﾉｷｱ採用
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ﾃﾚｺﾑ（ｼﾝｸﾞﾃﾙ）と、ｽﾀｰﾊﾌﾞ・MI（ｴﾑﾜﾝ）連合の通信大手2陣営は、次世代の通信
機器規格「5G」の基地局などの主要機器の供給ﾊﾟｰﾄﾅｰとしてそれぞれｽｳｪｰﾃﾞﾝのｴﾘｸｿﾝ、
ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞのﾉｷｱを採用。中国のﾌｧｰｳｪｲの主要機器は不採用となった。
・ｲｽﾜﾗﾝ情報通信相が5Gの機器について「ﾌｧｰｳｪｲを排除していない」と強調した。

＊中国・紫光、DRAM量産へ…日本で設計本格稼働
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重慶に工場、脱・海外依存
中国半導体大手の嗜好集団は年内にも、ｽﾏﾎなどで情報の記録に使うDRAMの工場建設
を始める。2022年の量産をめざす。複数の関係者が明らかにした。米中対立が激化するな
か、中国内で自給できる半導体の種類を増やして海外への依存度を減らす。
・順調に量産を始められるかどうかは米中関係の動向にも左右される。競争力のある
DRAMを製造するには米国製の製造設備が必要。米国は一部の中国企業を対象に、米国
の先端技術を使った製品の供給を禁止。
・一般的にDRAMでは韓国と中国では3～5年の開きがある。

＊米、ﾌｧｰｳｪｲ包囲網強化…「ｸﾘｰﾝな会社」NTTなど例示
次世代通信規格「5G」を巡り、ﾄﾗﾝﾌﾟ米政権は中国の通信機器大手、華為技術（ﾌｧｰｳｪｲ）へ
の包囲網を強化している。ﾎﾟﾝﾍﾟｵ国務長官は24日の声明で同社製品を使わない「ｸﾘｰﾝな
通信会社」に日本のNTTも上げるなど、同盟国に排除を改めて呼びかけた。ﾎﾟﾝﾍﾟｵ氏は同
社と取引しない通信会社が増えていると強調。
・ﾎﾟﾝﾍﾟｵ氏は「世界中の市民が中国共産党の監視国家の危険性に目覚めつつある」と指
摘。米政府はﾌｧｰｳｪｲを「軍民融合」戦略の担い手だ。

＊中国、大口の現金取引監視…150万円以上、紙幣番号を記録
　 まず3省（7月は河北、10月は浙江・広東・深圳）、資本流出防ぐ
中国が大口の現金取引の監視を強める。７月から河北省で150万円以上の現金を銀行から
引き出すなどした場合、当局への取引の報告や紙幣番号の記録を義務付ける。中国が発
行準備を加速するﾃﾞｼﾞﾀﾙ人民元との相乗効果で資本流出を防ぐ狙いとみられる。
・深圳では人民元紙幣を持って対岸の香港に入り、現地で香港㌦や米㌦に替える人が後を
絶たない。香港の銀行とも協力し現金持ち出しを防ぐ

＊配車ｱﾌﾟﾘ、宅配厨房　火花…東南ｱ、ｸﾞﾗﾌﾞなど続々開設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 成長市場、外食も参入
東南ｱｼﾞｱで宅配専用の共用調理施設「ｸﾗｳﾄﾞｷｯﾁﾝ」の市場が拡大している。ｸﾞﾗﾌﾞやｺﾞｼﾞｪｯ
ｸなどの地場の配車ｱﾌﾟﾘ大手が域内に相次ぎ開設。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で配車ｻｰﾋﾞｽが
苦戦するなか、料理宅配を新たな柱に育てる。外食大手にとって脅威となる中、ﾌｲﾘﾋﾟﾝの
ｼﾞｮﾘﾋﾞｰ･ﾌｰｽﾞなどが対抗して参入を表明。競争が激しくなりそうだ。
・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱのｺﾞﾞｼﾞｪｯｸ、430人削減・・全従業員の9%にあたる430人を解雇する。感染拡大に
伴い各国が講じている行動制限の影響で、業績が急速に悪化。人件費の削減で収益基盤
を立て直す。
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＊ﾜｸﾁﾝ　来春にも国内に…政府・ｱｽﾄﾗｾﾞﾈｶ合意
政府は、英製薬大手ｱｽﾄﾗｾﾞﾈｶﾞとｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ大学が開発を進める新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ供給
で協議入りする。来春ごろの予防ﾜｸﾁﾝ接種開始をめざす。国内製薬会社の設備を活用し
て、ﾜｸﾁﾝの供給体制を構築する。政府は国産ﾜｸﾁﾝ開発も支援しているが、海外にも調達
先を求め国内向けのﾜｸﾁﾝ確保急ぐ。
⦿世界のﾜｸﾁﾝ開発の状況　　　　 「実用時期」
・英（ｱｽﾄﾗｾﾞﾈｶ・ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ大学）「2020年9月」、・米（ﾓﾃﾞﾙﾅ）「20年秋」、・米（ｼﾞｮﾝｿﾝ･ｴﾝﾄﾞ･
ｼﾞｮﾝｿﾝ）「21年上半期」、・中（ｶﾝｼﾉ・ﾊﾞｲｵﾛjﾋｸｽ、ｼﾉﾌｧｰﾑ）「20年内」、独・米（ﾋﾞｵﾝﾃｯｸ、ﾌｧｲ
ｻﾞｰ）「20年内」、・英・仏(ｻﾉﾌｨ、ｸﾞﾗｸｿ・ｽﾐｽｸﾗｲﾝ）「21年上期」、日（ｱﾝｼﾞｪｽ、大阪大学）「20
年内」、・日（塩野義製薬）「21年秋」

＊滴滴も自動運転ﾀｸｼｰ…上海で試験開始　先行の百度を追う
中国配車ｱﾌﾟﾘ最大手も滴滴出向（ﾃﾞｨﾃﾞｨ）は27日、上海市で自動運転ﾀｸｼｰの試験運営を始
めたと発表した。5億5千万人を超える利用者の走行ﾃﾞｰﾀを活用し、ﾗｲﾊﾞﾙに先駆けて自動
運転分野での収益ﾓﾃﾞﾙの確立をめざす。人が操作しない完全自動運転の「ﾚﾍﾞﾙ４」の自動
運転ﾀｸｼｰの試験運行を始めた。将来的に自動運転ﾀｸｼｰの運営を視野に入れてる。

＊車生産　進まぬ米回帰…ﾄﾗﾝﾌﾟ氏の思惑空転「新NAFTA　来月発効」
北米自由貿易協定（NAFTA)に代わる米国・ﾒｷｼｺ・ｶﾅﾀﾞ協定（USMCA)が7月1日に発効す
る。国内雇用を守るためにﾄﾗﾝﾌﾟ米大統領が見直しを進めた制度だが、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ分業を進め
る企業には急な「米国回帰」は難しい。ﾄﾖﾀがﾒｷｼｺでﾄﾗｯｸ生産を続けるなど、政治の思惑と
は異なる対応も出始めている。
・ある日系自動車ﾒｰｶｰ幹部は「いつまで続くかわからない政策に振り回されたくない」と話
す。

＊中印衝突　防疫に飛び火…経済混迷　深まる恐れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 印。ﾌｧｰｳｪｲなど排除検討
中国とｲﾝﾄﾞ両軍による国境の係争地域（ﾋﾏﾗﾔ山脈などで接する3千㎞の国境）での衝突が
貿易にも波及し始めた。ｲﾝﾄﾞ政府は通信や自動車分野で中国企業を締め出す制裁措置を
検討し、中国製品の関税引き上げも視野に入れる。ｲﾝﾄﾞ国内では中国企業を排除すると経
済が回らなくなるとの懸念がある。

＊ﾀｲ「航空都市」霧の中…対応旅客倍増へ見切り発車
　　　　　　　　　　　　　　　　 産業集積　ｺﾛﾅで遠のく
ﾀｲで「航空都市計画」が動きだした。地場航空会社ﾊﾞﾝｺｸ・ｴｱｳｪｲｽﾞなどが約1兆円を投じる
空港拡張を決め、ﾊﾞﾝｺｸ周辺にある計3空港の旅客処理能力は2024年に倍増する見通し。
航空機の整備拠点や部品産業の誘致も計画するが、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ問題を受け、先行きは
視界不良になっている。

＊韓国半導体材料　進む国産…輸出管理厳格化1年
　　　　　　　　　　　　　「日本産ﾌｯ化水素8割減」「車・ﾋﾞｰﾙ、不買定着」
韓国で半導体関連材料の国産化が進んでいる。政府が企業の開発を支援し日本製品から
の代替を促す。韓国内での「日本不買」も定着し日本企業撤退も始まった。日本政府の対
韓輸出管理の厳格化から間もなく1年、日韓の対立は解消の兆しが見えないままだ。

＊感染症ﾘｽｸ　温暖化で増大…凍土から炭疽菌、ﾃﾞﾝｸﾞ熱、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 蚊の生息域拡大
地球温暖化により感染症の拡大ﾘｽｸが増している。北極圏の凍土が解けて閉じこめられて
いた細菌が人に感染したり、ｳｲﾙｽを媒介する蚊が生息する地域を広げたりしている。新型
ｺﾛﾅｳｲﾙｽのような事態の発生が危惧される。
・実際2016年にはｼﾍﾞﾘｱ西部で住民が炭疽菌に集団感染し、軍まで出動する事態が発生し
た。炭疽菌を持つﾄﾅｶｲの死骸が永久凍土から姿を現し、他の動物に感染したのが原因と
考えられる。
・下痢などを引き起こすｺﾚﾗは海水温の上昇で蔓延するとの報告がある。ｴﾙﾆｰﾆｮ現象の発
生時にｺﾚﾗが流行するという。温暖化による気温上昇や降雨量の増加などがｺﾚﾗの感染者
を増やす。ﾃﾞﾝｸﾞ熱も同様だという。


